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第 14 6 号くりごはん　
　きいろい月が
　　いっぱいだ

友部小５年
木村　甲汰

（平成２9年度笠間市文化協会「子ども俳句大会」入選作品より）

　

今
年
も
支
部
の
５
地
区
で
敬
老

会
が
盛
況
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
開
催
日
順
に
）

柿
橋
団
地
：
９
月
17
日
（
日
）

柿　
　
　

橋
：
10
月
７
日
（
土
）

南　

友　

部
：
10
月
７
日
（
土
）

五　
　
　

平
：
10
月
15
日
（
日
）

宮
前
・
鴻
巣
：
10
月
15
日
（
日
）

　

敬
老
会
の
出
席
者
は
全
体
で

３
０
８
人
で
、
約
38
％
の
出
席
率

と
な
り
ま
し
た
。

　

敬
老
会
で
は
、
お
祝
い
の
昼
食

と
と
も
に
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。長
寿
者
の
表
彰
も
行
わ
れ
、

各
地
区
で
ウ
ク
レ
レ
、
大
正
琴
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
歴
史
講
話
、
ビ
ン

ゴ
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
た
催
し
物

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

久
し
振
り
の
暖
か

い
陽
ざ
し
が
差
し
込

ん
で
い
る
日
に
お
話

を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

平
賀
さ
ん
は
福
島

県
生
ま
れ
で
、
お
父

さ
ん
の
転
勤
に
伴

い
、
仙
台
で
育
ち
、

女
学
校
卒
業
後
７
年
ほ
ど
勤
務
し

て
か
ら
結
婚
し
、
ご
主
人
も
転
勤

族
の
た
め
何
回
も
引
越
し
を
経
験

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
先
々
で
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
習
わ
れ
、
絵
画
・

書
道
・
陶
芸
・
茶
道
な
ど
趣
味
が

豊
富
で
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
お

宅
に
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
53
年
に
友
部
に
居
を
構
え

て
か
ら
は
、
社
協
東
支
部
女
性
部

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
さ
れ
た
り
、
寿
友

会(

老
人
会)

の
副
会
長
・
会
長

を
務
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

ク
ロ
ッ
ケ
ー
・
年
１
回
の
旅
行
な

ど
を
ま
と
め
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
代
っ
て
老

人
会
で
廃
品
回
収
も
始
め
て
会
の

資
金
調
達
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
廃
品
回
収
は
現
在
も
続
い
て

い
ま
す
。

　

10
年
程
前
か
ら
障
害
者
施
設

「
渡
辺
福
祉
サ
ポ
ー
ト
」
の
宿
泊

所
で
食
事
の
世
話
役
を
し
て
お

り
、
朝
５
時
か
ら
と
夕
方
４
時
か

ら
、
週
に
４
日
半
の
割
で
勤
務
し

て
お
ら
れ
ま
す
。「
料
理
す
る
の

は
好
き
だ
か
ら
苦
に
な
ら
な
い
」

と
い
う
精
神
力
に
は
脱
帽
し
ま
し

た
。

　

仕
事
の
合
間
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
や
麻
雀
な
ど
好
き
な
こ
と

を
し
て
生
気
を
養
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

今
後
も
体
に
気
を
つ
け
て
長
く

続
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。　
　
（
聞
き
手
・
渡
辺
）

　

11
月
５
日
に
第
31
回
柿
橋
大
運

動
会
が
秋
晴
れ
の
下
、
柿
橋
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約

６
０
０
人
参
加
。
玉
入
れ
、
綱
引
き

な
ど
様
々
な
種
目
や
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
並
行

し
て
火
災
時
の
煙
体
験
テ
ン
ト
で
煙

の
恐
ろ
し
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

三
世
代
交
流
と
し
て
開
催
。
子
ど

も
９
名
を
含
む
62
名
参
加
。
終
了

後
自
主
防
災
訓
練
実
施
。

柿橋団地（ウクレレ演奏）柿橋地区（大正琴演奏）

五平地区（米寿表彰）

宮前・鴻巣地区（ビンゴ）

綱引き、負けるな！子ども達も夢中に

自作の桐
とうそ

塑人形を手に

南友部地区（歓談中）



編
集
あ
と
が
き

　

長
い
間
親
し
ま
れ
て
き
た
友
部

公
民
館
出
前
講
座
が
今
回
で
終
り

に
な
り
ま
し
た
。
最
後
の
講
座
は

歴
史
の
町
・
佐
倉
市
内
と
佐
倉
城

跡
に
建
つ
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

見
学
と
な
り
、
９
月
22
日
、
総
員

29
名
の
参
加
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
で
南
先
生
の
解
説
を

聞
き
な
が
ら
佐
倉
市
内
へ
。
先
ず

旧
堀
田
邸
と
庭
園
（
国
史
跡
）
を

見
学
。
そ
の
後
佐
倉
順
天
堂
記
念

館
へ
移
動
し
ま
し
た
。
１
８
４
３

年
、
蘭
医
の
佐
藤
泰
然
が
外
科
診

療
所
と
し
て
創
立
（
後
に
東
京
・

湯
島
の
順
天
堂
大
学
病
院
）
し
、

特
に
外
科
医
術
に
優
れ
、
困
難
な

手
術
を
成
功
さ
せ
、
日
本
の
近
代

医
学
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し

た
。
次
に
武
家
屋
敷
（
３
軒
）
を

散
策
し
た
後
、
日
本
で
唯
一
の
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
へ
。
館
内
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
と
っ
た
後

に
館
内
を
見
学
し
ま
し
た
。　

　

大
き
な
展
示
場
が
６
箇
所
あ

り
、
原
始
、
古
代
、
現
代
に
至
る

歴
史
と
民
族
の
実
物
資
料
や
復

元
、
模
型
な
ど
多
数
の
国
宝
、
重

要
文
化
財
が
展
示
さ
れ
、
２
時
間

余
り
で
は
と
て
も
回
り
き
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で

す
が
、
歴
史
と
文
化
を
習
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
天
気
に
恵
ま
れ
、
常
磐
・
圏

央
・
東
関
の
３
高
速
道
路
を
経
て

帰
路
へ
。
有
意
義
な
１
日
で
し
た
。

友
部
公
民
館
、
社
協
東
支
部
の
皆

様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

10
月
21
日
に
友
部
公
民
館
で
開

催
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
に

東
支
部
は
バ
ザ
ー
で
出
店
し
ま
し

た
。
前
日
か
ら
の
台
風
に
よ
る
雨

が
心
配
で
し
た
が
、
案
の
定
、
11

時
す
ぎ
に
は
雨
が
強
く
降
り
出
し
、

止
む
な
く
販
売
を
中
止
し
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
五
平
公
民
館
で
対
話

と
食
事
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
67
名
で
、食
事
の
前
、

「
い
ず
み
」
会
に
よ
る
紙
芝
居
や

言
葉
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
お

土
産
は
女
性
部
員
手
作
り
の
ひ
ら

め
コ
ー
ス
タ
ー
で
し
た
。

　

11
月
７
日
に
第
15
回
東
支
部
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
柿
橋
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
１
１
１

人
が
大
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
上

位
入
賞
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。

男
性
の
部

優
勝
：
吉
田
丈
夫（
き
ら
く
の
会
）

二
位
：
麻
生
友
嗣（
き
ら
く
の
会
）

三
位
：
塙　

昇　
（
南
友
部
）

女
性
の
部

優
勝
：
中
里　

ト
ミ（
原
宿
会
）

二
位
：
橋
本
せ
つ
子（
香
友
会
）

三
位
：
友
部
礼
子（
西
飯
田
長
寿
会
）

　

支
部
た
よ
り
「
ひ
が
し
」
は
発

行
（
昭
和
58
年
）
し
て
34
年
が
経

過
し
ま
す
。
当
初
は
片
面
白
黒
の

紙
面
で
し
た
が
、今
は
両
面
カ
ラ
ー

印
刷
、
１
４
５
号
か
ら
は
漢
数
字

か
ら
算
用
数
字
へ
と
、
見
易
い
紙

面
作
り
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
読
者
の
皆
様
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　　

(

内
田)

悪天候に負けず

「いずみ」会の文字遊び

国立歴史民俗博物館にて

新しい大鳥居の前で

フラガールにみとれる

心を込めています

女性の部表彰者

　

11
月
18
日
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ト
モ
ア
で
対
話
と
食
事
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
64
名

で
し
た
。
食
事
の
後
、
女
性
４
人

に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
、

万
歳
三
唱
の
後
、
お
土
産
の
お
茶

菓
子
を
手
に
散
会
し
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
に
東
支
部
第
１
回
目

の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

社
協
調
理
室
で
女
性
部
員
が
変

わ
り
シ
ュ
ウ
マ
イ
な
ど
、
心
を
込

め
た
手
作
り
の
お
弁
当
70
食
を
作

り
、
民
生
委
員
さ
ん
に
も
手
伝
っ

て
い
た
だ
い
て
お
配
り
し
ま
し
た
。

　

紅
葉
の
季
節
の
11

月
16
日
、
宮
前
・
鴻

巣
ブ
ロ
ッ
ク
の
ミ
ニ

サ
ロ
ン
は
総
勢
38
人

で
鹿
島
神
宮
に
向
か

い
ま
し
た
。
当
日
は

朝
か
ら
晴
天
で
と
て

も
良
い
日
で
し
た
。

皆
さ
ん
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
た
よ
う

で
す
。

　

先
の
東
日
本
大

震
災
で
鹿
島
神
宮

の
大
鳥
居
が
倒
壊

し
て
し
ま
い
、
そ
の

後
、
境
内
の
森
の
中

の
樹
齢
５
０
０
年
か

ら
６
０
０
年
の
杉
の

巨
木
を
切
り
出
し
て

新
し
く
作
ら
れ
ま
し

た
。
と
て
も
立
派
な
鳥
居
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

鹿
島
神
宮
は
全
国
に
あ
る
鹿
島

神
社
の
総
本
山
で
、
関
東
最
古
の

神
社
で
す
。
地
域
全
体
の
守
護
神

で
、
関
東
の
東
を
護
る
強
力
な
開

運
パ
ワ
ー
を
持
つ
神
社
で
す
。

　

鹿
島
神
宮
の
社
殿
や
、
奥
の

宮
の
正
面
が
北
の
方
を
向
い
て
い

る
の
に
は
訳
が
あ
っ
て
、
北
の
蝦

夷
か
ら
の
護
り
を
固
め
る
意
味
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

当
日
は
２
班
に
分
か
れ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
ガ
イ
ド
さ
ん
２
人
に

神
宮
内
で
の
特
に
強
い
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
の
地
点
４
箇
所
⑴
本
殿
周

辺
、
⑵
奥
参
道
・
奥
宮
、
⑶
要
石
、

⑷
御
手
洗
池
を
わ
か
り
や
す
く
案

内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

鹿
島
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
で
昼

食
を
と
り
、ホ
テ
ル
内
で
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

帰
り
道
で
は
、
道
の
駅
・
潮
来

で
又
お
土
産
や
野
菜
な
ど
沢
山

買
っ
て
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
達
は
、
体
調

も
崩
さ
ず
元
気
に
行
っ
て
来
ら
れ

て
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。


